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100V ACパワーサプライ
       EIR付

(熱・煙感知器)
信号線

防災設備 連動制御装置
(防災センター、他社)

VCTF 0.6sq
（2芯以上)

OFFスイッチ
(ワンショット)

24V

ODAパワーサプライⅡ
300ｘ300ｘ95　スチール焼付塗装
入力　AC 110V/115V
出力　24V 
EIR 火災報知機用アンサー回路付き
火報信号(1区画)、距離150m以内
SEM 最大6台まで

火災発生時に扉を閉める為に、火報信号を受け
電源が遮断される仕組みを必要とします。
下記は当社別売りのパワーサプライの場合です。

■煙感知器連動の仕組み

通電時、電磁マグネットの吸着により、扉
の解放を保持します。
火災発生時、煙・熱感知器、連動制御装置
から、パワーサプライへ信号(無電圧A接点)
が送られると、マグネットホルダーへの
電源を遮断し、無電圧C接点で連動制御装置
へアンサーバックします。
電磁マグネットが離れ、ドアクローザーの
力で扉を閉鎖します。
(クローザーは別途必要です)
電源復旧後は、再度マグネットホルダーを
使用できます。

①

②

③

④

※扉は、手で引き離して閉鎖することが
　できますが、別途OFFスイッチを併用し、
　閉鎖の仕組みを作ることも可能です。
※一般的なレリーズとは異なり、手動で閉鎖
　した際、防災設備に信号は送られません。　
※通電している限りは、何度でも解放が可能
　です。

SEM7830SEM7820

SEM7800ドアホルダーは、手動で解除できる程度の吸着力で、
OFFスイッチは使用しなくても、法律上の問題はございません。
また、SEM7800はPSEマーク(特定電気用品)対象外の商品であり、
パワーサプライも、SEM（またはLCN2310）との組合せの場合に限り、
PSEマークは不要(該当しない)との旨、経済産業局／JET㈶より、
正式な回答をいただいております。
詳細は東京萬までお問い合わせください。

●　ご注意ください　●

常時閉鎖型防火戸を、解放して使用できます

〇常時通電型　

〇電磁マグネットが扉を解放保持し、電源が遮断されると、

　保持が解除されます。

〇通電時でも、扉を手動で閉じることができます。

〇既存扉に後付けも可能です。

◎本体／カバー 亜鉛ダイカスト　

◎仕上色 ： アルミニウム色( AL )   ダークブロンズ( DB )

◎電気仕様 ： 24VDC（ またはAC )  +10%-15％＠0.11AMP

     ／100～120VAC@0.02AMP  MAX(電圧保護600Vまで)

◎通電時保持力 (13kg～15kg) 

■ 仕    様

SEM7800シリーズ
電気マグネット ドアホルダー

SEM7820／SEM7830／SEM7840
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※アウトレットボックスは含まれておりません。

■バックアップ
　　    プレート取付け
        （裏板あり)

バックアッププレートを
扉に取り付けます。
ドアマグプレートをはめ
込み、セットビスを締めます。
付属品 : 木ビス
SDビス取付けは、（M5ナベ
 x 10）をご用意ください。

■貫通ビス取付け
      （裏板なし)

貫通ビスとプレートで
扉を挟み込みます。
付属品 : 戸厚45mm用
                     貫通ボルト
※45mm以上はオプション

バックアップ
　　プレート

ロック
　スクリュー

セットビス
(付属：六角レンチ1/16)

ドア用
　プレート

ロック
　スクリュー

※ドアマグプレートは多少の遊びが必要です。ロックスクリューで調整してください。（六角レンチ 4mm使用 )

■ 扉側 ： ドアマグプレート取付け方法
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本体

ドアマグプレート

SEM7840　壁面取付型

壁内配線
VCTF2芯
(0.3～0.6sq）
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本体

スイッチボックスは別途ご用意
ください。
　　※寸法=スイッチボックス
                  　  の位置による

本体

ドアマグプレート

SEM7830　壁面取付型

壁面露出配線(モール式）
VCTF2芯(0.3～0.6sq）
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床下配線
VCTF2芯(0.3～0.6sq）
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(マグネット芯）

本体

本体

ドアマグプレート

SEM7820　床取付型

本体取付け用付属 ： アンカー＆1/4-20ビス
※OAフロアでアンカーを使用できない場合は、
　挟み込み用のビス等ご用意いただき、確実に
　床に固定してください。




